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淡路 舞台花木林苑でのハナミズキ植栽環境の把握
及び 壌改良による樹勢回復の可能性
investigation of the βθ77古んa177idia F/9rliJa Pianting Environment and Possibitity of Tree Vigor Recovery Based

on SoiHmprovement in Kabokuttnen′ Awali Yumebutai
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Abstract i There are a large number of examples poor of growth of trees in Kabokurinen of Yumebutai(34°  33′ 30.4" N, 135
°
 0′ 30.7"E)north Aヽ VA」I―island in Hyogo (Original planting was in 1998)It is necessary to investigate the cause of poor

grOwth and to relate to future management plan.Therefore,the weather stations were set to establish the environment of the

planting sites.Tree growth factors(height,canopy spread and girth)and s011(mOisture,temperature and electric conductivity)

w e r e  l n e a s u r e d , S o i l  a m e n d i n g  w o r k  w a s  a l s o  c a r r i e d  o u t  t o  r e c o v e r  t h e  v i g o r  o f  C o rれ″s " o r 'どα, O v e r  2  m o n t h s  p e r i o d , p h o t o s y n―

thetic rates were lneasured to assess effect of soil amending work.Results show that,a large improvement was suitable for a poor

water area The other、 vay around a small improvement was suitable for a rich water area.It is important for management to

consider these factors
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1.は じめに

人と自然と文化が交流するコミュニケーション都市を目指す

「淡路島国際公園都市
2」の中核として,2000年 ,国 際園芸・造園

博 「ジャパンフローラ2000」にあわせて淡路夢舞台が建設され

た1)。1963年から31年間にわたり大阪湾岸地域での埋め立て用

上砂として,お よそ1億ポが採掘された跡地でこのイベントは開

催された1河い。荒廃地の緑化に際し区画を大きく3つ のプロック

に分けて線化工法の選定が行われ,上 部斜面地区,中 部斜面地区,

下部斜面地区のそれぞれが目標とする緑の質に応じて工法が変え

られた:ち上部および中部斜面地区の日標モデルは,主 に地域の

潜在自然植生や気候的極相林となるべく,当 該地域周辺とあわせ

ウバメガシ群落やアラカシーヤマモモ群落に設定され,緑 化手法

として幼苗高密度植栽 (エコロジー緑化)を 採用することにより

早急な植生復元が試みられた。下部斜面地区は,便 益施設の背景

として,ま た近景としての景観を楽しめるように彩り豊かな四季

を感じさせる落美広葉概が主に植栽された。その中でも山麓の緩

斜面地を利用して,淡 路島固有の棚田景観や果樹園景観をモチー

フに, lm程 度の石積みによって小さく区画化された中に四季折々

の花が咲くように,中 木や低木類が植栽され疎生林を形成する花

木林苑が造られた。花木林苑の造成には,マ サ上に真珠岩パーラ

イトとバーク堆肥を7:211の比率で混合した客上が使用され,平

均 30cD厚の盛上が行われた
1ヽこのような期待を受けて植栽され

た樹木ではあるが,植 物の生育環境への配慮よりもデザイン性や

景観性を重視した結果,施 工後 10年経過した現在,生 育不良と

なっている樹木が見受けられる。樹木は,そ の思惑により植栽さ

れたことから,周 辺環境に適応しているとは限らず,樹 木が健全

な樹勢を保ち緑の効用を充分に発揮するには,生 育不良となって

いる原因を究明し,対 策を考え,樹 木にとってより良い生育環境

を整える必要がある。

そこで本研究では,生 育不良となっている樹木の植栽環境を把

握し,そ の環境改善を行ったあとに見られる効果から,今 後の樹

木の健全な生育を図るための基礎資料とすることを目的とした。

2.研 究方法

(1)研 究対象地の概要

研究対象地は,淡 路島の北端,大 阪湾側に位置する淡路夢舞台

内 (34°33′304"N,135° 0′30.7"E)の 花木林苑において

行った (図-1)。 当該地における平年の平均気温は 15.4℃,平

均降水量は 1414.llllllであった4)。花木林苑は,淡 路夢舞台の他

の施設である百段苑,灘 山緑地,温 室,ホ テル建物に囲まれた場

所に位置し,野 外劇場から百段苑への主要ルートとなっている。

対象地は,南 向きの斜面地であり,午 前中は日当たりがよく日射

を述るものはない。花木林苑には, ハ ナ ミズキ
3)(働 rれ″s

″。rtta), サルスベ リ (とag夕rsιr02"'aれ 流cα), エ ゴノキ

( S り r a I ル p o れ C ″向 ) , ツ
バ キ 0 向 夕J ιj αブq P o れ↓∽ ) な ど花 木 を

中心に25樹種 548本が植栽されていた。

(2)調査対象樹種

花木林苑の中でも通路に沿って列植されもっとも人々の目につ

きやすいハナミズキ 12本について調査を行った。花木林苑に植

栽されたハナミズキの生産地は東京都調布市で,樹 高 3.Om,幹

周 018m,葉 張り1.Omの規格のものが 1999年に植栽された。

図-1 調 査対象地
'株
式会社モンベル (元淡路景観園芸学校) … 兵庫県立大学自然 ・環境科学研究所/兵 庫県立淡路景観園芸学校
'…
株式会社環境総合テクノス

…"財
団法人淡路花博記念事業協会


